
国際糖尿病連合、グローバルな糖尿病研究プ

ロジェクト9件に200万米ドルの賞金授与  

 

ベルギー、ブリュッセル-- (Marketwire - 2010年2月3日) -- IDFでは、BRIDGES (Bringing 
Research in Diabetes to Global Environments and Systems: 糖尿病研究のグローバル環境や体

制への応用)資金援助プログラムの第2回実施により、糖尿病に関するトランスレーショナル・リ

サーチの支援強化を行いました。  

 

国際糖尿病連合(IDF)のトランスレーショナル・リサーチ助成プログラム、BRIDGESの一環とし

て、今後3年間で200万米ドルの資金援助が、新規糖尿病研究プロジェクト9件に対して行われ

る予定です。  

 

第2回資金援助プログラムでは、合計157件の申請に対して検討が行われました。選定された

プロジェクトでは、世界各地での1次的または2次的な糖尿病予防に関する重要課題を扱って

います。  

 

「BRIDGESは、IDFの仕事および使命のカギとなるプログラムです。糖尿病などさまざまな地球

規模の健康問題に、世界が直面している今、トランスレーショナル・リサーチへの支援は、欠か

せません。」と、IDF会長Jean Claude Mbanyaは述べました。  

 

「第1回のときと同じように、第2回プログラムも全世界に影響を与えるものです。研究が実施され

れば、オーストリア・中国・コロンビア・ハイチ・インド・フィリピン・南アフリカ・米国に広範な影響

を与えるでしょう。」と、Mbanya教授は付け加えました。  

 

プロジェクトが取り組んでいるテーマは、2型糖尿病予防のためのライフスタイル介入、妊娠性

糖尿病、ピアサポート、視覚障害者の足の検診、動機づけ面接法などです。  

 

各プロジェクトの詳細全文は、www.idfbridges.orgからご覧いただけます。  
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編集者向け注記  

 

国際糖尿病連合(IDF)は、世界各国の糖尿病患者2.85億人以上のためのグローバル擁護団体

です。160か国以上200団体以上の糖尿病協会を代表しています。その使命は、糖尿病医療・

予防・治療法について世界に広く知らしめることです。IDFは、世界保健機関(WHO)と公式に

関係を結んでおり、国連広報局とも連携しています。詳しくはwww.idf.orgをご覧ください。  

 

BRIDGES (Bringing Research in Diabetes to Global Environments and Systems: 糖尿病研究の

グローバル環境や体制への応用)は、国際糖尿病連合のグローバルな助成プログラムで、イー

ライリリー社の教育助成プログラムにより後援を受けています。トランスレーショナル・リサーチの

パイロット・プロジェクトと、その後7年間の経過についてのアウトカム調査に、資金を提供します。

糖尿病患者および糖尿病リスクの高い人へのヘルスケア提供の改善手法と戦略、に関するトピ

ック、糖尿病の自己管理強化、健康的な生活習慣の促進または糖尿病リスクを減らすための生

活習慣改善、前糖尿病および未診断の糖尿病の人をコスト効率のよい方法で見つけ出すには、

などの関連トピックがあります。助成対象選定プロセスについての詳しい情報

は、http://www.idfbridges.orgをご覧ください。  

 

 

お問合せ先: 

国際糖尿病連合 

Nancy Matos 

広報担当者 

+32-2-543-1639または携帯電話: +32-492817785 

nancy.matos@idf.org 
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